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まことの人生の変化（Ⅱコリント5:17）
　
　ある80歳を過ぎたカトリック教会のシスターが本を出版して、それが大ヒットになりテレビで特番を設けることになりました。その中でシスターがこのようなお話をしました。ものすごく頑張っていたのですが限界が来て、2年間、うつ病を患いほぼ入院生活をすることになりました。その後、振り返って見ると、その病気によって自分はより優しい人間に変わった気がする。そのうつ病という病気によって自分の人生はだいぶ変わりましたと言っていました。反対にある人は、大変な病気によって人生そのものを憎みつつ屈折した人になる場合もあります。

いったい、人生の変化とは何でしょうか。何がまことの人生の変化であり、私たちに本当に求められることなのでしょうか。今は時代もものすごいスピードで変わりつつあります。それに合わせて人生も変わる必要があるのか。もし変わるとなれば、その人生のまことの変化とはいったい何なのかということを問いかける必要があるのではないでしょうか。多くの人が、病気が治って健康になった、弱い体が丈夫になったという肉体的な変化、それも変化でしょう。また、ものすごく険しい環境だったのに、平和な環境に変わった、周辺の環境が変わったことが変化だという人もいます。それも必要なことでしょう。また、先ほどのシスターのお話しのように、心が精神的に変わった、価値観も変わったという変化もすばらしい変化だと思います。しかし、今日、礼拝をささげているキリスト教のクリスチャンの皆さんは、そのような必要な変化があるにもかかわらず、人間には絶対に不変の内容があるということを忘れてはいけません。多くの人が、たぶん自分の思いなのですが、あのシスターの本を読んだり、お証しを聞きますと、ほとんどの人が感動してたぶん涙を流しているのではないかと思いました。昔、マザー・テレサにも大きな影響を受けたという告白もしていました。そのマザー･テレサがどのように人生の最後を迎えたのかというのは、明らかになっていることです。「私は真っ暗の中を歩いているようで何も信じられません」というような悩みを吐き出して悪霊にとりつかれて死んでいくようになりました。そういう人の影響を受けて、あのような感動的なお話を本として出版することができるのです。そのような変化を経験したので。

それにもかかわらず絶対に変わらない内容があります。ご存知のように、人間は神によって造られた、神様とともに神を礼拝し、神の祝福をいただいて生きる特別な存在なのに、そのすべてを拒否して神に背き、神から離れるようになる罪を犯してしまいました。その罪は、単純な道徳的な倫理的なお話ではありません。それを原罪と言います。その罪の裏には、目に見えない悪魔、サタンというものがそれをすべて仕組んで動かしたという事実があります。その結果、罪を犯した人間は、ひとりも例外なく青の悪魔の奴隷となり、罪から与えられる報酬である死、さばき、滅びの運命から一歩も出ることができない状態になりました。頑張るか、頑張らないなどとは、一切関係ありません。肌色がどうなのか、財産がどれくらいあるかどうかとは、一切関係ありません。それを原罪と言います。聖書には、その罪によってエペソ2:1を見ると、「自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」とあります。いのちがあり肉体的に息をして生きてはいます。心もあり精神も動いて理性もあり考えもあり感情もあります。すばらしい作品を作りだすこともできるし、人に配慮もでき、また、タフな人が優しい気持ちに変わる変化も経験するようになりますが、そのすべての一番根本にある魂の方が死んでしまい、魂が死んだ状態になってしまいました。これは何がどう変わろうが変わることはありません。周辺が変わり、気持ちが優しく変わって、価値観が私たちが見るにすばらしいものに変えられたかもしれませんが、この現在の魂が滅びている状態は変わることはありません。触れることもできないし、それを聖書の他にはどこでも教えていないし、クリスチャンの他には誰も知らない秘密です。そのことをよくわかっていないと、必要な変化であり望ましいことではありませんが、それが本当の意味で人生の変化とは言えないのではないでしょうか。逆に、うっかりするとそのような感動を通して、人間に本当に必要な人生の変化が見えないように、目をくらませるような役割を果たす可能性もあるわけです。

ですから、こういうことを覚えつつ、私たち人間の人生に本当に必要な変化、まことの人生の変化は何なのか。それは言うまでもありません。魂の変化なのです。魂が変わることです。死んでいた魂がいのちを与えられ生かされることです。魂の変化というものは、他の部分は置いておいてその部分が変わるという意味ではありません。魂の変化というのは、根本的な変化であり、存在そのものが変わるという意味です。その変化こそがまことの変化です。その変化なくして、いろいろな変化がありますし、必要なものでもありますが、それはまことの変化ではありません。ぜひ覚えていてください。魂の変化こそが、存在そのものが丸ごと変えられることでなければ、それは変化とは言えないものです。もしも魂にいのちが与えられることがなければ、つまり、魂の変化がなければどうなってしまうのでしょうか。ですから、まことの人生の変化は、まず魂が知らないうちに捕らわれていた奴隷の状態から解放されること、それこそが変化です。エペソ2:1には、魂が罪と罪過によって死んでいたとあります。その状態から解放されること、その死んでいる魂なので、その結果、エペソ2:2にあるように、空中の権威を持つ悪魔、サタンに自分も知らないうちに従うしかないし、世の流れに捕らわれて引っ張られるしかありません。みなが神を拒否し、人間が中心だという思想に走り、偶像崇拝に走るしかありません。それが悪魔のしわざだということも知らずに。その結果、エペソ2:3に書いてあるように、生まれながら御怒りを受けるべき魂の状態です。そこから解放されないといけないでしょう。残念ながら、魂がそのように束縛されている状態は、ヨハネ8:44に書いてあるように「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって」とあります。魂そのものが悪魔に捕らわれて悪魔に属するような存在なのです。だから、右に転んでも左に転んでも、何がどうなったとしてもローマ8:2に書いてあるように、罪と死の原理の中を生きるしかありません。滅びる原理しかないのです。うまくいけば人生成功あると思うでしょう。うまくいって滅びるのです。すべてがぐじゃぐじゃに曲がるとそれでだめだと思うでしょう。それがだめではありません。すべてがぐじゃぐじゃになって滅びるのです。死と罪の原理、世の中の言葉で言いますと、運命の力に捕らわれて生きるしかない状態なのです。そのまま人生が終わると、ヘブル9:27に書いてあるように、「人間には、一度死ぬことと死後には、このすべてに対してのさばきが待っています。滅びのさばきを逃れることはできないし、その結果、残念ながら信じたくないでしょうけれども、永遠の地獄の方に落ちるしかないのです。魂がこのような状態です。この死んでいた滅びの魂の状態を抱えて生きるので、成功したと思っても穴だらけになり虚しさを感じるしかないし、何を頑張っても必ず限界にぶつかる人生を走るしかないし、最終的に残るのは虚しさしかありません。それがいろいろな症状に現れるのではないでしょうか。皆が幸せになりたいのに幸せになることができないのです。

なぜでしょうか。努力が足りないからではありません。周りが私を助けてくれないからでもありません。育ちの環境が悪いからでもありません。罪と罪過によって魂が死んでいる状態です。ここから解放されることです。人間、自分の力では一歩も出られないし、より泥沼のようにどんどん溺れていくようになるしかありません。暴れれば暴れるほど、どんどん深入りするしかない状態なのです。それで神様は私たちのまことの変化、魂にいのちを与えることのために、このような滅びの魂の状態から解放されることのためにキリストを約束されました。そのキリストがイエス様なのです。十字架にかけられて、死の力を打ち破って3日目によみがえられたイエス･キリスト、このイエス･キリストによって解放されるようになります。Ⅰヨハネ3:8には、「神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」とあります。そのときに解放されるようになります。私たちをこの魂の滅びの状態から解放させるために、ヨハネ19:30を見ると、十字架に変えられて身代わりとしていのちを犠牲にされることによって、すべてを完了したと宣言されました。このすべての悪魔のしわざを完璧に打ち壊されて勝利されたわけです。それでイエス様がおっしゃっています。ヨハネ5:24には、「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです」とあります。ローマ8:2にも、誰でもキリスト・イエスにあるものは、死と罪の原理から解放されて,いのちと御霊の原理の祝福の中に入れられると宣言されています。なぜそのようになるのでしょうか。これは霊的な事実です。ガラテヤ2:20を見ると、イエス･キリストが十字架で死なれたそのときに、このイエスを信じる者、イエス･キリストを受け入れた者も同時に、滅びるしかないその魂の状態を抱えている滅びの人間も人生も一緒に十字架とともにつけられます。そこでその存在が消えてなくなるようになります。このように受け入れた人々、すなわち、イエスの名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられる。まことの人生の変化は、魂がまず解放されることです。気持ちが変わることでも、病気が治ることでもありません。それは後あとの話です。クリスチャンの皆さん、ぜひクリスチャンだけに許されている秘密を悟って皆さんの心にしっかりと留めていただきたいと思います。まことの人生の変化は、魂が滅びの運命の奴隷の状態から解放されること。その道は、悪魔のしわざを打ち壊された、身代わりとして十字架で死なれたイエス･キリストを信じて受け入れる時です。これこそがまことの人生の変化です。
そして、まことの人生の変化というものは、そのように魂が解放されるのと同時に、永遠のいのちを所有することになります。永遠のいのちを持つということが、人生のまことの変化です。どんなに修行しても永遠のいのちを持っていない限りは、それは変わったと私たちは認めることができません。でも、いまだ弱さだらけであっても、その人が永遠のいのちを所有している者であれば、その人は新しく作り変えられた者です。これこそがまことの人生の変化です。永遠のいのちの他のいろいろな変化は後あとのことにして、あまり気にしないで触らずに、まことの人生の変化は何なのか、それだけに集中してください。誰でもイエス･キリストを信じて受け入れた者は、Ⅰコリント3:16に書いてあるように、「あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らないのですか」、それを言われていた人々は、人間的、社会的に見たときには、ものすごく低いレベルの人ばかりでした。それにもかかわらず、そういうことと関係ありません。イエス･キリストを受け入れた者は、永遠のいのちを持っています。これこそが人生の変化です。ヨハネ3:3で、ニコデモにイエス様がおっしゃいました。だれでも新しく生まれない限りは、神の国に入ることはできません。このようにイエス･キリストを受け入れた瞬間、その人は永遠のいのちを持ち、新しく生まれるようになります。以前のものは過ぎ去り、以前のものは死んで存在が無くなり、新しい存在につくり変えられます。ただ形がそのままなので、皆がその感覚がないだけであって、信仰によって生きるのです。これこそが変化です。イエス･キリストを受け入れること以外には、このような永遠のいのち、新しく生まれるという変化はありえません。
その結果、今日の聖書の箇所のように、Ⅱコリント5:17には、キリスト、イエスのうちにある者は、古いものは過ぎ去って、すべてが、90％ではなくてすべてが新しくなったとあります。これが変化です。ここにまことの変化があります。その人はエペソ1:3に書いてあるように、今の状況が刑務所に閉じ込められている状況であるにもかかわらず、天にある霊的なすべての祝福をいただいている者であるし、ローマ8:28に書いてあるように、永遠のいのちを所有している限り、すべてのことを働かせて益となる人生に変えられているし、ローマ8:39に書いてあるように、誰でもこの祝福を奪い取ることができないし、取り消すこともできないし、変えることもできない永遠なるものです。そのような神の愛に預かるということが、人生のまことの変化です。そして、いつ死んでも天国に迎え入れられるように、もうすでに判子を押されています。ピリピ3:20に天の御国の国籍が与えられているとあります。これが永遠のいのちを所有しているということです。このような変化なくしては、変化とは言えません。皆さん、どんな変化を求めていらっしゃるのでしょうか。人生には必ず変化が必要です。しかし、まことの人生の変化、本当に必要な変化は、魂が解放され、永遠のいのちを所有することです。言葉を変えますと、創造の神様が皆さんの内側に入って離れることなくいつも一体となって一緒にいらっしゃるようになる、この変化がまことの変化です。そういう人を指して、幸いなものというのです。刑務所の中にいるにもかかわらず、死の影の谷を歩いているにもかかわらず、癌にかかって病気を患っているにもかかわらず、あなたは幸いなものなのです。このすべてがイエス･キリストになります。ローマ8:30にもこう書いてあります。そういう人は神様が、あなたは義であると宣言されます。あなたはもうOKです。皆さん、イエス･キリストを受け入れた方は、自分勝手に自分のことを勝手に評価してだめだと言っていてはいけません。神様ご自身が、キリスト、イエスをご覧になって、皆さんのことをOK、よしとおっしゃっているのです。神様が認められる変化でなければ変化ではありません。だから、私は残念ながら一般の人が本を読んで感動するかもしれませんが、それは普通の宗教の一脈であって変化だとは私は認められません。逆に紛らわしいのです。そういうのを見て「私も変わらなきゃ」とクリスチャンの私たちも思うでしょう。そこが問題です。何を真似して変えようとしていらっしゃるのでしょうか。その番組を見ながら、もしかしてうちの信徒の方々も、同じときに同じ番組を見ていたら感動するだろうな、大変だなと思いました。問題はいつも感動です。キリストを抜いてしまった感動です。
それから、まことの人生の変化は、このような存在そのものが変えられたことに気づき、それを心から受け入れて、それを喜んで感謝する人が、今までの生きる理由、人生のテーマを変えるようになります。つまり、人生のテーマが変わること、それこそがまことの人生の変化です。今まで私たちはそれぞれいろいろなテーマを抱えて人生を歩いてきたと思います。ある人は、生き残るために、しっかりと生き抜くためにというのがテーマかもしれません。それで頑張るかもしれないし、ある人は、自分が持っているなんらかの欲望や野望というもの、それが良いか悪いかは別にして、それを達成するためというのが人生のテーマだったかもしれません。ある人は、素朴に今与えられている家庭をしっかり守り、家庭が平和で幸せにずっと続くようにという理由、これをテーマにして人生を生きる人もいたでしょう。ときには、自分の与えられている何かの才能、自分が発見した自分の長所、良いものを伸ばして花を咲かせることに人生をかける人もいたと思います。それから、もう少し器の大きいものは、この社会に貢献するため、社会がよくなることのために、もっと広げて考えると、世界平和のために、世界がより仲良くなるためにというテーマを持って人生をささげる立派な人もいます。たまにそういう人がテレビに映ったりします。アフリカの辺鄙なところに日本人が住んでいる。話を聞いてみると、波乱万丈なストーリーがありますが、その人の心の中には「世界の人はみな一つだ。それなのになぜ日本人は豊かなのに、彼らはあのように貧しい境遇なのか。彼らを助けようじゃないか」という立派な志しをもって苦労してあそこまで行っているのです。それも一つの感動です。それが生きがいであり、テーマであり、いろいろな困難があるにもかかわらず、それに耐えて頑張っているということが放映されます。私たちも、今申し上げましたこの中のどこかをテーマにして人生を歩いてきたでしょう。そのうちイエス･キリストを信じることになり、根本的に魂の変化を味わうようになり、その結果、自分の力とは関係ありませんが、今まで見たことのない目が開かれて見るようになります。この世と、ひとりひとりの人間、人生が何なのかが見えてくるようになりました。この世は終わりがある、この世の終わりには、このまま行きますとすべての人がさばかれて滅びるしかないと本当に見えたでしょうか。いつまでもこの世の中が発展し続け、より良い世界に変わりつつ最後には今は想像もできない豊かなユートピアができるとみな思っているのでしょうか。それはクリスチャンではありません。聖書には、この世は限りがあり、終わりがあると言っています。そのときまで神様の計画を全うして、人間的な表現で申し上げると、それを全うするために神様は我慢の忍耐を持って歴史を動かしていらっしゃるのです。その終わりの日には、普通の状態ではさばかれて滅びるしかありません。それから、歴史を通して教訓を得たのです。皆が今、勘違いをして生きているだけであって、歴史を見ると世の中がどんどん良い方向に流れるということは言えません。少しいいかなと思うと滅びる。少しいいかなと思うとまた滅びる。その繰り返しです。世の中には希望がありません。どんな国であっても希望はありません。世界は変わりません。どんな英雄が現れても一瞬であって、人生、地球は変わらないというのは歴史の教訓ではないでしょうか。それから、皆さんひとりの人生を振り返っても、そこにメッセージがないでしょうか。希望はありません。魂が生かされている人には、これが見えるのです。それで、なるほどこの世に、人生に、キリストの他には、このキリストが宣べ伝えられること以外には希望がまったくないということを見たので、今までの人生のテーマのままで生きるわけには行きません。これは格好をつけるとか、教会で言っているから無理やり合わせるとかとも違います。そういう方々は、魂の変化のことをよくよく黙想してください。その喜びが分かったときに目が開かれます。この世を見る目が変わります。ひとりひとりの人生、大国でも小さな国でも金持ちでも貧乏でも見る目が変わります。キリストの他には希望がありません。このお話が通じないと、教会ではありません。キリストの他には希望がありません。私は確認しました。聖書、歴史、自分の人生を通して。
ですから、今までテーマにしていたものを全部ちりあくたのように捨てて、人生のテーマが変わります。この世には、今まで取り上げていたテーマ、今も世の中で取り上げられているテーマではなくて、神の国が臨まれること以外には希望がありません。つまり、神の国がテーマに変わります。これがまことの人生の変化です。人生の変化は、人が優しく変わるなどのレベルの話ではありません。人生の理由、テーマが変わることこそ、まことの人生の変化です。その神の国の完成に向かって地球の歴史は動いています。その間に、この地に神の国が臨まれるように、その方法は、私たちに届きましたキリストの福音を宣べ伝えられること以外にはありません。イエス様に弟子たちが言いました。彼らの状況は、今、植民地の状況です。この植民地がいつ自由になるのかと聞いたときに、それはテーマではありません。今まではそれがテーマだったでしょうが、テーマを変えなさい。神の国がテーマです。イスラエルがテーマではなくて、神の国がテーマなのです。ローマも滅びるし、地球のすべての国が全部滅びるようになるので、キリストが宣べ伝えられること以外には希望はありません。そのことによって神の国が臨まれること、これを自分の人生のテーマにした、そのようになった。成功のために頑張っていた人間が、成功が理由ではなくて神の国。これこそが人生の変化です。
最後に、この変化を体験している者は、まことの人生の変化のために神様が私とともにおられて、私を導いていらっしゃるのだと、神様の力を体験するようになります。これが変化です。この世に神の国が臨まれる、この神の願いのために、ちっぽけな私に神の力がともなわれることを体験するようになります。そのときにすべての限界、計算を全部、乗り越えられるようになります。その時こそまことの自由を存分に味わうようになるでしょう。目の前に紅海があっても神の力を体験している者は、怖くありません。問題になりません。そのような変化がまことの変化です。これにも引っかかって、これにも言い訳して、これにもつぶやいて、これにも心配して、これにも落ちこぼれてというような人生ではなく、神の力を体験してください。神の国をテーマにしましたが、現実を見ると様々な限界があります。自分自身が限界であり、条件の限界があり、環境の限界があり、その前でいつもひざまずいたり,あるいは暴れたりもがいたりしていました。その結果、言い訳、不平が離れることがありません。しかし、人生のテーマが変わったものは、自分自身に約束されている神の力、聖霊充満の力を信じる信仰に立ちます。これが変化です。今までは何かあるたびにその通りに捕らわれて、言い訳、不平、つぶやき、心配にそのまま溺れるしかなかった人間が、構いなく聖霊充満の力を信じて、この聖霊充満こそ、神の力こそ、このような現実の限界をすべて乗り越えられる力なのだと分かるので変わります。心配せずに、言い訳せずに、つぶやかずに、聖霊充満を求めて祈りの中に入ります。つまり、生きる方法が変わります。生き方が変わります。人生のテーマが変わること、それによって生きる方法が変わること、神の力によって生きる。これこそがまことの人生の変化だということを覚えていてください。どんな限界であろうが、一切問題ではありません。それよりはるかに上回るのが聖霊充満の力なのです。それが皆さんに約束されています。なんと感謝でしょうか。10円の品物を買おうとしたが、今ポケットに何もない。だから、10円が高い、安いということを悩まずに、通帳にある100万円を出せばいいのではないでしょうか。それが聖霊充満です。いちいちこれがあれだと捕らわれる生き方から離れて、神の力によって生きるのです。だから、祈りの中に入るしかありません。

それから、神のみわざ、神の働きを待ちつつ、それが生き方です。そうすると、必ず聖書にある通りの五旬節の日の体験が訪れてくるようになります。それを体験することが、まことの人生の変化です。今までは自分が頑張れば頑張った分、結果があったり、あるいは頑張ってもだめになったりする世界しか知りませんでした。その人生から脱皮して神の力、聖霊充満の力によって、そのすべての限界を乗り越える。それから神の国のテーマがひとつひとつ成就して行くラインに立たされるようになります。それが五旬節の日です。これは昔の話ではなく、今も同じです。必ず五旬節の日の祝福を体験するようになる。これが変化です。そのときからは本当に怖いものなし。自由になります。許すこともできます。なぜなら、聖霊の力を信じているからです。これこそがまことの人生の変化だということを覚えて、自分自身に本当に人生の変化が必要なのだと思っていらっしゃる方は、他の何かに首を突っ込まずにさまようことを止めて、私たちの魂を丸ごと存在そのものをつくり変えられるイエス･キリストを心から信じて受け入れていただきたいと思います。
それから、神様の恵みによってイエス･キリストを受け入れた方であれば、そのイエス･キリストにあって自分自身のことを改めて発見していただきたいと思います。もう私は変わったものだ。完璧に丸ごと変えられている者だという、変化への確信と喜びをぜひ持って喜んでいただきたいと思います。それがないとテーマが変わりません。その喜びがあるからこそ、死の影の谷を歩いていても、私は解放されている者、永遠のいのちを所有している者だから幸いだ。そのときに見えてきます。それでテーマを変えましょう。生きる李湯が神の国、それが世に存在する理由です。それはどんなクリスチャンであろうが、テーマは一緒です。神の国が世界中に広まること、皆さんのいらっしゃるところから、それを世界福音化と言います。テーマを変えましょう。私はまだ小さいから。私にはこんな問題があるから。一切関係ありません。皆さんがイエス･キリストを受け入れたのであれば、古いものは過ぎ去り、新しくなりました。過去のものがそのまま残っていて、弱さがそのまま残っていても違います。丸ごと存在そのものが祝福のものに変えられていると確信してください。他の何かにあまりにも振り回されず、神様が見せようとしていらっしゃる滅びの世をしっかりと見て、神の国をテーマにしましょう。キリスト、イエスの福音が宣べ伝えられることをテーマにしましょう。

そういうときに、初めて聖なる悩みによる質問があります。自分はそのテーマをどのように全うすればよいのでしょうか。自分の伝道は何でしょうかといのは、すぐに答えが出なくてもいいから、それを質問して悩んでください。それがすべてです。それが変化です。質問してください。神の国がテーマであれば、自分はどのようにして、どこで、何を持ってという質問を必ずしてくださいただその質問がうまく通らないという理由は、いまだに実はテーマが変わっていないのです。テーマが変わっていないままメッセージを聞いて、「自分の伝道は何でしょうか」「3つの今日はどうすればいいのでしょうか」とするから、こんがらがるだけです。テーマを変えないといけません。テーマは決まりました。そこで自分のテーマのために、自分のやること、自分の計画はなんでしょうかと神様に質問して祈りつつ、自分自身を振り返って、あるいはメッセージを聞きながら悩んでみてください。その悩みこそ聖なる悩みです。それを悩ませるために、神様はいろいろなトラブル、問題を起こしていらっしゃるかもしれません。参考にしてください。皆さんがこの教会にいらっしゃったというのは、この教会に対する神様の刑かうがあるわけですから、自分はどのように関わればいいのかと質問してもいいと思います。この教会は日本の47都道府県にとにかく一人でもいいから、この話が通じる、このテーマを持って祈れる弟子を探して立てることがテーマです。私はそのテーマのためにどうかかわればいいでしょうか。一緒に回る働き人になるのでしょうか。あるいはそうするためには経済も求められるので、経済的な祝福によってそれをバックアップする人間になりましょうか。いろいろな質問によって、いろいろな答えが出ると思います。質問してください。それから、この教会は、今何の動きもありませんが一千大学の前にミッションホームと大学長老を立てて、伝道できる七千長老の土台を立てるということが、この教会のテーマです。それを握って「私はどうかかわればよいのでしょうか」と祈ることです。もしも家を買うときに、自分の出身の大学でもいいし、あるいはどこか導かれた大学の前で家を構えて、それをミッションホームにしましょうか。あるいは大学を担当して、自分の仕事をしながら一生、大学のために祈る。そのような大学長老になりましょうか。色々質問をして悩んでみてください。いっぱいあると思います。それから、ゆくゆくはどこまでできるか分かりませんが、世界福音化に必要なのでRUTCを建てて、レムナントが小さいときから刻印できるように、その施設と人材が求められます。またいやしのための施設と人材が求められます。それから、フルタイムの牧師を育てるための、神学校の施設と人材が求められます。そのような内容を持って、私はどのように関わればよいのでしょうか。自分が神学生になりましょうか。あるいはサポートしましょうか。教授になりましょうか。いろいろなことがあると思います。RUTCのために建物が必要なのです。その中のソフトもまた必要です。どうすればいいでしょうか。質問してみてください。これはいくら悩んでも構わない内容です。とにかくまことの変化というものは、ものすごく悩んでいたものが、心が楽になったというような次元の話ではありません。魂が変わらない限りは、人生のテーマが神様と同じもの、神の国に変わることが変化です。それによって今までは自分で頑張って厳戒の中を暴れてきたのですが関係なく、成り立っていく人生、神の力を信じて、その神の力によって生きる人生。これが変化です。そのために一番大切なのは、テーマを変えることです。今年、元旦の礼拝の時にも、これに挑戦しましょうとお話しましたがどうなっているのでしょうか。このような結論を持って、以前のものは全部捨てて、新しいものを見つけてそれを味わう勝利のクリスチャンであることを祈りたいと思います。皆さんはすでに変えられています。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。罪人でありました私たちが、イエス･キリストによって、神の恵みによって、魂にいのちが与えられ、永遠のいのちを持つ存在そのものが新しく作り変えられているこのまことの変化を感謝いたします。この確信と喜びを持って、今までテーマにしていたものをちりあくたに捨てて、神様と同じテーマを握って、自分の人生を改めて新しく見直すことができるように祝福を与えてください。そこに約束されている神の力が現れて、神のわざが現れて、神様に導かれる新しい生き方を味わうことができるようにひとりひとりを祝福してください。子の確信と喜びを邪魔するすべてのものを、イエス･キリストの御名によって打ち砕いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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